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はじめに

「標準 1）は，現代社会に生きるわれわれにとっ
て，水や空気のようなものである．それらの存在
に，ふだんわれわれは気づかない」2）と，橋本毅
彦は『「ものづくり」の科学史─世界を変えた《標
準革命》─』の冒頭にて標準が社会に普及した今
日を表現している．橋本は，同書で標準の源流を
たどりつつ，19 ～ 20 世紀の工業化社会において
標準がいかに形成され受容されたかを金属製の機
械・製品を対象に解き明かした．ただし，同書は

1）　スタンダード（Standard）の邦語訳は，「標準」と「規
格」の２つが当てはまる．「規格」は，委員会などの
機関によって制定された公的なスタンダード，すなわ
ちデジューレ・スタンダードを，一方「標準」はより
一般的な用語として用いると橋本は区分している（橋
本［2002］, pp.12-13）．本稿では「規格」と訳すこと
が妥当でない場合，適宜，「標準」との訳語を用いる．
なお，デジューレ・スタンダードには公的な強制力を
伴う場合と伴わない場合がある．本稿が注目する工学
標準化委員会の制定した規格は，当初公的な強制力を
持たなかったが，第一次世界大戦中の軍需省との協力
の下では強制力を伴った．また，「標準化」には設計
の標準化や部品の互換性・規格の制定，ならびに製品
を加工する機械を指す場合と，他方で工作作業の標準
化を指す場合がある．本稿ではもっぱら前者を中心に
考察し，後者に属する科学的管理法に代表される動作
や作業時間の標準化については考察の対象としない．
なお，初期の ESC の活動においても作業の標準化は
対象とされていないようである．

2）　橋本［2013］, p.4．同書は［2002］を加筆修正し新た
に文庫版として出版された．最新の研究を交え，初学
者にもわかりやすく標準・規格の歴史をまとめた良書
である．

大量生産システムの源流であるアメリカを中心に
取り上げており，19 世紀末以降のイギリス産業で
の標準化の取り組みについては触れられていない．

ところで，イギリス産業が標準，言い換えれば
互換性部品に初めて注目したのは，ロンドンで開
催された第一回万国博覧会（1851 年）でのアメリ
カの展示品（コルトの拳銃）であった．その後，イ
ギリスはアメリカに調査団を派遣し，互換性部品
製造の実態を調査するとともに，国内のエンフィー
ル ド 工 廠（Enfield Royal Small Arms Factory）や
バ ー ミ ン ガ ム 小 火 器 会 社（Birmingham Small 
Arms Co. Ltd.）にて互換性部品による小銃製造
に着手した 3）．

では，標準化・規格は，その後，イギリスでど
のように利用され普及したのであろうか．19 世
紀から 20 世紀初頭におけるイギリスでの標準化
の普及過程において，転換点と思われる事象が３
点ある．１点目は，先述したロンドンで開催され

3）　初期の互換性部品が実際には互換性を保持していな
かったことは昨今の研究において周知の事実となって
い る． イ ギ リ ス の 初 期 の 取 組 み に つ い て は，
Hounshell［1984］, pp.15-25（ハウンシェル著／和田
他訳［1998］, pp.22-35），橋本［2002］, pp.66-78 を参照．
ま た，森・鈴 木・中 本［1993］，［1994a］，［1994b］，

［1994c］，［1994d］は，アメリカ型生産システムに関
する諸議論をハウンシェルの研究とそれに対する批判
や書評を軸に，ローゼンバーグの技術収斂を含めて丁
寧に紹介しており有益である．また和田［2009］, p.23
では，流れ生産以前の「互換性の向上こそ，1913 年
にフォード社が静止式でシャーシ月産２万台を組み立
てることのできた前提条件だった」点を解明しており，
互換性を再考する名著である．
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た第一回万国博覧会におけるアメリカの展示品と
その対応であるイギリスからアメリカへの調査団
派遣，そしてエンフィールド工廠等での互換性部
品の生産であり，２点目は，世紀転換期から 20
世紀初頭のヨーロッパ各国での国立試験研究機関
と標準化組織の創設と標準化・規格の拡大，３点
目は，第一次世界大戦中の軍需省下における製造
業への統制と規格・互換性部品利用の強力な推進
である．そして，本稿では２点目の標準化組織の
創設に注目し，その初期の活動の意義を明らかに
することを目的としている．

ちなみに，「互換性（Interchangeability）は，
機械工業の大量生産体制に固有のしかも不可欠な
一般的前提」であり，「機械（製品）の構成部品が，
部品のそれぞれの種類（品種）について寸法・形
状・その他の仕様において斉一性（uniformity）
をもち，したがって同一品種では部品が相互に置
き換え可能であること」と定義されている．さら
に，現代的な意味での互換性部品すなわち規格部
品を実現する４要素として，①精密加工手段，②
精密測定手段，③測定基準の設定，④設計の規格
化に分類され，後者の③，④は「おもに業界・国
内・国際レベルで 19 世紀中葉より展開された機
械構成部品の『規格統一運動』によって成立し
た」4）とされる．本稿ではこの要素②～④と規格
統一運動の担い手となったイギリスの標準化団体
を取り上げる．

以下，第１節では，19 世紀末から世紀転換期
におけるヨーロッパ各国の国立試験・研究機関の
誕生とイギリスへの影響を振り返り，第２節では，
イギリスにおける初の標準化組織である工学標準
化 委 員 会（Engineering Standards Committee）
の創設とその初期の活動の意義を明らかにする．
そして第３節では，同委員会の国際的な活動例と
してインドの鉄道標準化やアメリカとの関係を明
らかにする．

4）　塩見［1978］, pp.77-78．

Ⅰ　国立試験研究機関の誕生

１　科学の組織化と国家意識
19 世紀半ば以降，ヨーロッパにおける工業化の

進展は国家間の経済競争をより一層顕在化させ，
軍事力の増強を伴いながら，科学と政治の密接な関
係を生み出すこととなった．科学は一国家の経済や
産業にとって重要な営みであるという認識が広ま
りつつあった時代，科学者はまさにその当事者とし
て科学研究の発展と同時にそれが国家の経済や産
業に及ぼす影響について発言する力を得たので
あった．彼らは自らの研究の国家に対する貢献や意
義を唱え，政府による援助を求め始めたのである 5）．

研究組織・設備の充実は，具体的にフランス，イギ
リス，ドイツにおける大学付属研究所の誕生として
まず現れた．むろん，これらの研究所の性格や資金
源は個々の事例により異なるが 6），その後の運営の
動機には多かれ少なかれ国家間の対抗意識が競争
原理として機能した．そして個々の研究所レベル
では対応できない問題や海外の大学や研究所との
競争が新たな研究機関の創設を促すこととなった．

その契機の一つが国際会議であった．19 世紀
中ごろから末にかけて，国際電気会議（Paris 
International Electrical Congress, 1881 年 ）， 国
際度量衡会議（Conférence générale des poids et 
mesures，1889 年），国際物理学会（International 
Physical Society, 1900 年）など様々な分野で国
際会議が開かれるようになった 7）．

そして「19 世紀になって科学の国際組織が生
まれ国際会議が開かれるようになったのも，科学
活動が国家単位に分裂したことの逆説的な反映と
もとれる」8）と指摘されるように，国際会議では
参加国間で研究成果を共有することや標準の制定

5）　古川［2000］, p.176.
6）　前掲書，pp.179-184.
7）　カッコ内は第一回開催年である．他には化学，植物

学，医学，気象，地質学，動物学，数学などがある（古
川［2000］, pp.184-185）．

8）　古川［2000］, pp.184-185.



（ 163 ）イギリスにおける標準化団体の活動：1901 ～ 1918 年（山下）

− 71 −− 70 −

を目指す純粋な意味としての国際化の動きもさる
ことながら，一方で国家間の対抗意識も惹起され
たのである．例えば，1881 年の国際電気会議

（International Electrotechnical Commission）に
出席したドイツ代表団は，フランスが新たに電気
標準のための研究所を設立すること，また度量衡
においてメートル以来の世界標準の主導権を握る
ことを危惧した．このような研究上と国家間の対
抗意識によって，ドイツの科学者らは国家を巻き
込んで新たな対抗措置を講じることとなったので
ある．それはまた，科学者自らの研究環境をより
良いものにするという動機をも内包していた．

当時，ドイツの大学付属研究所は一般的に設備
は恵まれていたものの，教育負担に圧迫され研究
に打ち込むことが難しく，他方イギリスやアメリ
カは教育の質的向上よりも第一級の研究を進める
ことが可能であった．このような状況を改善する
要望のみならず，物理標準の確立や測定を行うた
めの精密測定器具（望遠鏡・顕微鏡・光度計・分
光器・温度計・気圧計・比重計・コンパス・写真
機・電圧計などの光学，機械，電気測定器具）を
製造するための精密技術を育成する統一機関の必
要性をベルリンの科学者・技術者グループは
1870 年代に訴えていた．このような研究者内部
からの要請に基づき，電気技術者・企業家のヴェ
ルナー・ジーメンス（Werner von Siemens）が
プロイセン文部省に対して働き掛けることによっ
て， 帝 国 物 理 学・ 技 術 研 究 所（Physikalisch 
Technische Reichsanstalt，以下，PTR と略記）
が 1887 年に創設されたのである 9）．

PTR は「科学と産業と政府の三者をつなぐもっ
とも初期の独立研究所」10）として，物理学と技術
の２部門から構成され，精密測定器具（熱・電気・
光），その材料，物理標準に関する試験・研究と
ともに，産業界からの依頼研究，諸大学との連携
を進めたのである．

9）　前掲書，pp.184-187.
10）　前掲書，p.187.

２　国立物理学研究所の創設
ドイツにおける PTR の誕生は，当然のごとく

海外諸国を刺激することとなった．例えばアメリ
カでは 1901 年に国立標準局（National Bureau of 
Standards，以下，NBS と略記）が創設された（性
格については，注 60 を参照）．一方，イギリスに
おいてもドイツの PTR を強く意識し，研究所の
設立が進められた．その結果，1900 年に誕生し
た の が 国 立 物 理 学 研 究 所（National Physical 
Laboratory，以下，NPL と略記）であった．ロ
ンドン近郊のテディントンに設立された NPL は，
科学機器や精密機器の検査や，公的な測定機関と
して基準を設定する役割を果たすことを目的とし
ていた．

だが，NPL は当初より運営資金不足に直面し
ており，「国立研究所というよりも教育財団と言っ
たほうが良いぐらい」11）であったと評価されてい
る．とはいえ，NPL は科学と産業と政府を連携
するイギリス初の国立試験研究機関に他ならな
かった 12）．

NPL の初期の活動の中心は，後述する工学標
準化委員会（Engineering Standards Committee）
からの依頼を度量衡部門が調査することであっ
た．その一例は，イギリス国内で製造され利用さ
れているシャフトとホールの計測調査であった．
同部門は長期に及ぶ調査によって誤差に関する情
報を収集した結果，工作作業による誤差の発生は
作業内容に大きく依存すること，製造物の直径の
大きさに合わせて誤差が大きくなることを証明し
た．例えば，ガスエンジン製造業者の利用するシャ
フトでは 0.002 インチ，ホールでは 0.003 インチ
の誤差が平均値として計測された．一方，さまざま
な産業で利用されているシャフトの平均誤差は 0.0016
インチ，ホールでは 0.0018 インチであった．同様

11）　Cardwell［1957］, pp.138-139；宮下・和田編訳［1989］, 
pp.223-224．

12）　古川［2000］, p.187. NPL の活動の詳細については
Pyatt［1983］を，初期の活動の詳細については英国
議会資料や The Times を参照．
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の調査は，ボルトヘッドやナットについても進め
られ，誤差の平均値は 0.20 インチ以下と計測さ
れた．このような調査結果を元に，NPL は誤差を最
小限にとどめるための作業方法の考案や工作機械
への改良を施し，製造業者の競争力の増強や潜在
能力を有効に引き出す一助となったのである 13）．

Ⅱ　工学標準化委員会の創設と英国規格の誕生

１　工学標準化委員会の創設
イギリスでは 19 世紀も半ばに入るとネジ精度

の向上によって，同一工場内で利用されるネジは
統一されつつあったが，複数の工場間では互換性
が無く，ネジの相互利用はできなかった．ウィッ
トワース（Joseph Whitworth）はネジを全国的
に統一しようと試み，1841年，土木工学会（Council 
of the Institution of Civil Engineers）にて新たな
規格を提案した．その内容とは，国内の主だった
工場で使用されていたネジのピッチを平均した
55 度のネジ山への統一を提唱するものであった．
彼のこの報告は称賛をもって聴衆に受け入れら
れ，以後ウィットワースネジとして国内に普及し
ていった 14）．ウィットワースの活動は標準化の先

13）　Pyatt［1983］, pp.45-46.
14）　 橋 本［2013］, pp.117-122. 橋 本 は， 訳 出 に 際 し，

Institution of Civil Engineers は通常「土木工学会」
と訳されることが多いが，設立当初は軍事技術者と対
立させる意味で“Civil Engineer”という語が使われ
たので「工学会」との訳を充てている．その後，同学
会から 1847 年に機械学会が独立したため，土木学会
という呼称に相応しい学会となったと指摘している．
本稿では通常通り「土木工学会」との訳を用いる．

鞭をつけた試みであったと言えよう 15）．
ところで，イギリスにおける本格的な標準化・

規格制定の嚆矢は，国会議事堂やロンドン塔を設
計したジョン・ウォルフ・バリー（John Wolfe 
Barry）による取り組みであった．当時，橋梁や
建設に使用する鋼材が製造業者ごとにまちまちで
あった状況を是正するため，彼は 1901 年１月 22
日，鋼材標準化に関する委員会を設置するよう土
木工学会に働きかけたのである 16）．

バリーを除く標準化委員会の最初期メンバー
は，ベイカー（Benjamin Baker），ブラムウェル

（Frederick Bramwell），フォクス（Douglas Fox）,
マ ク ド ナ ル ド（Allen McDonald）， マ ン サ ー

（James Mansergh），アンウィン（W. C. Unwin）
の６人であり，いずれも実績のある土木工学会会
員であった 17）．

1901 年４月 26 日，英国機械学会（Institution 

15）　ウィットワースネジはネジ山と谷を丸く加工
4 4 4 4

する
作業が必要であったため製造面では容易ではなかった

（橋本［2002］pp.104-111）．ウィットワースによるア
メ リ カ で の 互 換 性 部 品 生 産 の 調 査 に つ い て は．
Hounshell［1984］, pp.61-65（ハウンシェル著／和田
他訳［1998］, pp.81-86）を参照．

16）　http://www. bsigroup. com/en-GB/about-bsi/our-
history/（2014 年５月３日閲覧）．英国規格に関する
概略は，日本規格協会編［2001］, p.7, pp.13-16 を参照．

17）　Anderson［1951］, p.27．ベイカーはフォース鉄道
橋の共同設計者であり，フォクスとマクドナルドは優
れた鉄道技術者であり，アンウィン教授はロンドン大
学 City and Guilds Institute にて水力工学と機械設計
を統括していた．1901 年２月に行われた初の会議で
マンサーが委員長（1901 ～ 1905 年）に選出された．２
代目委員長はバリー（1905～1918年），３代目はデニー

（1918 ～ 1927 年）と初期メンバーが選出されている．

表１：各国の計測・精密測定機関の比較（設立初期）

国名 名称 費用（左：建設，右：設備）: £ 補助金 / 年：£ 職員数 試験回数

独 Reichsanstalt 20,000 16,000 80 18,951

仏 Laboratoire d’Essais 27,000 20,000 5,500 12 n. a.

米 Bureau of Standards 70,000 45,000 19,000 53 1,666

英 National Physical Laboratory 19,000 n. a. 5,500 50 28,183

注：‘National Physical Laboratory Teddington’, The Times, 18th December, 1905, p.16 より作成．
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of Mechanical Engineers），海 軍 建 造 技 師 協 会
（Institution of Naval Architects），鉄鋼学会（Iron 
and Steel Institute）からの代表者を招き，工学
標準化委員会（Engineering Standards Committee，
以下，ESC と略記）が創設され，活動を開始した 18）．

1902 年，首相就任直前のバルフォア（Arthur 
James Balfour）と ESC の中心メンバーが会合を
設けている．その目的は ESC 創設とその意義を
バルフォアに伝えること，同時に政府から委員会
への援助を取り付けることであった．参加者全員
が自分の担当分野から標準化の重要性を説いた
が，その中のいくつかを紹介しよう．

デニー（Archibald Denny: 海軍造船技師協会
の代表兼 ESC 造船委員会委員長）は造船・鋼材分
野と協会への支援について次のように述べている．

「…この委員会の活動は２つに分かれておりま
す．部品規格の制定と試験方法の標準化であり，
後者の試験に関しては，既存の団体，海軍省，商
務院（Board of Trade）からの要求に対して何も
困難はありません．ただし，様々な要求は製造業
者のコストを増加させ，製鉄業者の対応を困難に
するばかりか，試験の管理費をも増加させてしま
います．今のところ，様々な団体からの援助があ
るものの，彼らは（ESC の）活動が支援に値す
るものであることを政府が今すぐ承認することを
望んでいます．プリンス・オブ・ウェールズ公が
国民に対して『目覚めよ』と仰ったように，今日
の委員会の存在は彼らが覚醒した証なのです…」

（点線部引用者中略，カッコ内引用者注）19）.

18）　http://www. bsigroup. com/en-GB/about-bsi/our-
history/（2014 年５月３日閲覧）．ESC は 1918 年に
英国工学標準化協会：British Engineering Standards 
Association（以下，BESA と略記）となり，1929 年
に 王 室 憲 章（Royal Charter）の 認 可 を 得 た の ち，
1931 年に英国規格協会：British Standards Institution

（以下，BSI と略記）に改組された．同協会名の邦訳は，
古くは「イギリス標準化協会」が利用されていたが，
現在では「イギリス規格協会」が一般的である．

19）　‘Engineering Standards Committee’, The Times, 

また，スウィンバーン（Swinburne: 電気学会
会長）は，「わが国には多数の企業があるため，
多かれ少なかれ公的に進めなければ標準化の効果
を得ることはできません．電気産業は現在まだ揺
籃期にあり，今こそ標準化を進める時期なのです．
設計が数多く増加し利用される事態を待たずに，
今，標準化が実行されれば相当な金額を節約する
ことが可能です．現在，政府は電信・電話，船上
での通信に関心を抱いていますが，政府がこの問
題に取り組み，委員会とともに活動することでこ
の国に莫大な利益を生み出すでしょう」と発言し，
新産業の電気分野において早期にデジューレ・ス
タンダードを制定する重要性を指摘している 20）．
この発言に加えて，クロンプトン 21）は製造業者の
立場から多数の電気部品の存在によって活動が阻
害されている現状を訴えた．

これに対して，バルフォアは，「標準化の利点
は明白であり，何人たりともこの問題の重要性と
大きさについて疑いは無く，委員会メンバーの意
見に同意する」意思を伝えた．また，「鉄鋼分野
は陸軍省と海軍省が最大の消費者であるため，こ
れらの省庁と委員会が緊密に連携するための準備
が必要である」とも述べた 22）．

その後，バルフォアは省庁の要求や購入品に規

5th June, 1902, p.12．“wake up”の意味するところは，
1901年 11月１日，後のジョージ五世によるギルドホー
ルでの ,“I venture to allude to the impression which 
seemed to prevail among their brethren across the 
seas, that the Old Country must wake up if she 
intends to maintain her old position of pre-eminence 
in her colonial trade against foreign competitors.”と
の発言を指すものと思われる．「私はあらゆる海域に
て我らの同胞に蔓延していた印象についてあえて触れ
ることにしよう．植民地貿易において海外の競争相手
に対する我が国のかつての卓越した地位を維持するつ
もりならば，古い国家は目覚めなければならない」

（Rose［1983］, p.45）.
20）　‘Engineering Standards Committee’, The Times, 

5th June, 1902, p.12.
21）　注 64 を参照．
22）　‘Engineering Standards Committee’, The Times, 

5th June, 1902, p.12.
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格を適用させるため，ESC に対する政府の支援
を認め，1903 ～４年に 3000 ポンドを交付するこ
とを認めた．これにより，1903 年，ESC は「イ
ギリス産業を安定させる役割を持つ技術標準を整
備かつ公表するために，民間産業が自由意思に基
づき結成し，運営しながらも，政府によって認可
され補助を受ける世界初の標準化団体」となっ
た 23）．だが 1907 年以降，政治情勢の変化により補
助金は減額されるなど不安定な状況にあった 24）．

バリーはこのような ESC の初期の活動を振り
返り，1906 年８月，英国科学振興協会（British 
Association for the Advancement of Science）の
晩餐会にて，「仮に海外政府が英国規格のあらゆ
るものを購入すると主張するならば，彼らは優れ
た設計かつ信頼できるものを手に入れることにな
る」と称賛している 25）．

２　各種学会・協会・省庁との連携
1901 年 11 月，ESC は機関車とその部品に関す

る標準化を推進するため研究を開始した．翌
1902 年１月にはロンドン郵便本局の主任技師プ
リース（William Preece）から電気施設の標準化
を打診され，電気学会（Institution of Electrical 
Engineers）から代表者を招き，同年６月に電気
部門が ESC の委員会として新たに設置された． 

1902 年の初期の委員会を列挙すると，「橋梁と
建設用鋼材」，「鉄道車両とシャーシ」，「造船と軌
道」の３つであり，これらの委員会に代表を送る
組織・団体は，委員会設立当初から参加していた土
木工学会に加えて，北東岸技術者・造船業者協会

23）　Woodward［1972］, p.9．
24）　Anderson［1951］, p.30．
25）　Woodward［1972］, p.9． フ ォ ー ス タ ー（Arnold 

Forster: 1903 年まで海軍大臣，同年以後陸軍大臣）は，
各省庁では製造業者に対して十分な通知をした後，規
格を厳守することを通告しており，それゆえ緊急事態
の際に必要なものは，海外に行かずにイギリスの製造
業 者 か ら 入 手 可 能 と な る だ ろ う と 述 べ て い る

（‘Engineering Standards Committee’, The Times, 
2nd March, 1903, p.15）．

（North-East Coast Institution of Engineers and 
Shipbuilders），スコットランド技術者・造船業者協
会（Scotland Institution of Engineers and 
Shipbuilders），ロイズ船級協会 26），フランス船級協会

（Bureau Veritas），国 際 試 験 協 会（International 
Testing Association），イングランド・スコットラン
ド鋳鉄製造業 者協会（English and Scottish Steel 
Founders Association），北イングランド鉄鋼業者協
会（North of England Iron & Steel Manufactures’ 
Association），スコットランド鍛冶屋協会（Scottish 
Forgemasters’ Association），南 ス タ ッ フ ォ ード
シャー製鉄業者協会（South Staffordshire Ironmakers’ 
Association），鋼塊製造業者協会（Steel Ingot Makers’
Association）が名を連ね，官公庁からは海軍省
と商務院が参加した 27）．

海軍省は，艦艇建造や兵器素材として鉄鋼分野
と通信手段の革新のため電気分野に関心が高
く 28），艦艇設計技師として名を馳せたウィリアム・
ホワイト（William H. White）が海軍を退職後

（1904 年）に土木工学会代表として ESC に参加
している 29）．その結果，陸海軍での設計や規格の
詳細については公職守秘法（Official Secret Act）
により一部を公開するのみと断わりながらも，
1912 年の段階で，艦艇建造に用いる鋼材のうち
鋳鋼と鍛造において英国規格が用いられていたこ
とが明らかにされている 30）．

26）　‘Lloyd's Register New Rules for Steel Ships’, The 
Times, 30th, June, 1909, p.17. 

27）　Anderson［1951］, pp.28-29．
28）　政府からの補助金交付が決まった 1902 年末には，

鉄鋼学会にてフォースター（海軍大臣）が，標準化委
員会は可能な限り迅速に成果を上げ，政府に更なる援
助 を 要 求 す る よ う 助 言 し て い る（‘Engineering 
Standards Committee’, The Times, 22nd December, 
1902, p.7）．

29）　‘Engineering Standards Committee’, The Times, 
18th January, 1904, p.14．

30）　‘Notes’, The Times, 10th January, 1912, p.20. 鋼材
の軽量化や規格の制定は，艦艇性能はもちろん建造費
用や期間にも影響を及ぼすため海軍の関心は高かった
と思われるが，艦艇に用いられる特殊鋼鈑は各製造業
者の差別化が進んでおり ESC の対象とはなっていな
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関係省庁のうち，商務院はイギリス製品の輸出
支援を行う立場から，ESC の規格（英国規格：
British Standards）に準じた証しとして商標を付
したイギリス製品を法的に保護する役割を担っ
た 31）．1903年以来，一貫して協会のシンボルとなっ
た規格マークは，規格に準じたトラム用の軌道に
初めて付され，凧の形状からカイトマークと呼ば
れ，商標として登録され現在に至る．さらに，第
一次世界大戦までに，内務省，道路局，ロンドン・
カウンティ・カウンシルや多くの植民地政府が
ESC の活動に賛同し，英国規格を利用すること
となった 32）．

３　ESC の組織拡大と規格制定の効果
ESC は，製造業者と消費者の利益を共有する

ことを基礎理念とし，設置された委員会が学術分
野に偏ることなく，最新の科学知識と緊密に連携
できるよう組織化され，現場の要求に応じて標準・
規格を制定し，利用者自身が満足できるよう点検
かつ管理することを求めた．そして，委員会が一
旦制定した規格によって産業の活動が画一化する
ことや，保守化することを防ぐため，定期的な規
格の見直しが必要であるとされた 33）．

ESC は先述した初期の７名を中心とする中央
委員会の下，各産業分野の委員会と分科委員会

（Sub-Committee）， パ ネ ル（Panel Committee）
によって構成された．1902 年には計 15 の委員会

（分科委員会を含む）と 102 名の業界・学会代表
者で構成され（鉄鋼関連のみの人数か？）34），1912
年の第７回報告の際には，13 の主要委員会，27

かったようだ．
31）　LeMaistre［1919］, p.250, p.252．なお，商務院の海

外部局は，英国規格の海外での普及促進のため現地語
への翻訳作業も支援した．

32）　Anderson［1951］, p.36．
33）　LeMaistre［1919］, pp.247-248.1911 年５月の晩餐会

でのバリーの発言である（Woodward［1972］, p.9）．
34）　‘Engineering Standards Committee’, The Times, 

22nd December, 1902, p.7．

の分科委員会，構成員 321 名 35），1918 年（BESA
への改組時点）には，約 15 の主要委員会と 160
の分科委員会（パネルを含む）の下，900 名にの
ぼるメンバーを擁する組織へと拡大した 36）．1918
年時の委員会の内訳は（財務や規格の公表などの
広報・事務分野，海外での英国規格部門を除く），

「橋梁と建設用鋼材」，「船舶と船舶用機械部品試
験」，「鉄道貨車・蒸気機関車」，「セメント」，「パ
イプの継手」，「軌道（鉄道とトラム）」，「鋳鉄製
パイプ」，「下水用陶管」，「ロープ・プーリーの溝」，

「機械部品（ゲージ・専門用語）」，「舗装用素材」，
「トタン板」であり，数多くの分科委員会を有し
た委員会として，新産業に属する「航空機の機体と
エンジン」，「自動車」，「電気」の３部門があった 37）．

では，英国規格の制定は，イギリス産業の効率
化にどのような貢献を果たしたのであろうか．い
くつかの例を見てみよう．

例えば，活動本格化からまもない 1901 年６月，
構造用鋼材について ESC はすでにいくつかの提
言を公表しており 38）．1902 年 12 月には，溝形鋼
を63種から23種へ（ドイツ20種，アメリカ14種），
山形鋼を 59 種から 30 種へ（ドイツ 14 種，アメリ
カ18種），梁部材を49種から30種へ（ドイツ33種，
アメリカ 17 種）と整理する案を公表していた 39）．

結果として全鋼材は従来の 175 種類から 113 種
類に減少し，トラム用路面軌道は 75（71 との記
載もあり）種から５種類にまで整理され，１年あ
たり推計 100 万ポンド相当の経費や流通業者の在

35）　‘Notes’, The Times, 10th January, 1912, p.20．
36）　LeMaistre［1919］, p.249.
37）　Ibid., p.252.
38）　‘Engineering Standards Committee’, The Times, 

22nd December, 1902, p.7．同記事では，アメリカ，
ドイツ製品に対してイギリス製品も競合できるよう，
委員会の活動に非公式ながらも政府は認めているとも
記されている．

39）　‘Engineering Standards Committee’, The Times, 
22nd December, 1902, p.7．同記事では，この提案が
翌月には公表され，鋼材だけで 75 万ポンドのコスト
削減効果があると見積もられている．
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庫負担が削減された 40）．このような効率化は製品
価格を低下させただけでなく，同様の規格であれ
ば製品を購入する際，特定の製造業者に限定せず
に済むため消費者の選択の幅を広げることを可能
にし，構造用鋼材の利用が促進されたのである．

また，ESC は研究の末，鋼材の強度を最大限
発揮できるよう，従来の設計を変更した．さらに
設計に関する詳細なレポートを作成し，製造業者
が利用できるように公表したのである．例えば，
圧延鋼材の「半径と厚みの数値を含む設計と詳細
な断面図の一切を提供しているため，規格に完全
に一致する限り，製鋼業者は全く困難なくあらゆ
る分野で事実上の互換性を達成できる」と ESC
は考えたのであった 41）．

このような規格の制定と公表によって煩雑な製
品種類が軽減されたことがイギリス産業の競争力
におよぼす影響について，Times 紙では次のよう
に指摘されている．

「…わが国は他国との競争において迅速な納入
ができず度重なる敗北を喫してきた．しかし今や

40）　Anderson［1951］, p.29. Woodward［1972］, p.9．
41）　‘Engineering Standards Committee’, The Times, 

2nd March, 1903, p.15．この記事が掲載された翌日，
Times 編集部宛てにバリーから委員会の活動は鋼材
の規格制定だけではないことを伝える手紙が届き，翌
３月４日に Times 紙面で紹介されている．バリーは

「…圧延材は船舶，橋梁，建築，鉄道車両用台枠だけ
に使われるのであろうか？これは初の報告書であり，
委員会が進めている作業のわずかな部分を扱っている
に過ぎない．…分科委員会も同様に重要な案件を研究
しており…１．レールとタイヤに関する３委員会は，
本国と植民地向けの鉄道とトラムのレールの規格策定
中である．２．蒸気機関車の標準化に関する４委員会
は，インド政庁から ESC に対して公式に任されたイ
ンド向け機関車問題に取り組んでいる．3.4 委員会は
電気施設の規格について取り組んでいる．パイプの継
ぎ手については間もなく英国機械学会との共同研究に
着手する．他の重要な課題としては規格の詳細の刊行
と部品の試験方法の標準化である」（点線部引用者中
略）と ESC の初期の活動が誤解されないよう指摘して
いる（‘Engineering Standards Committee: to the Editor 
of the Times’, The Times, 4th March, 1903, p.7）．

一連の規格によって製造業者は部品を在庫するこ
とが可能となり，政府がわが国の産業へ発注する
際の遅延（南アフリカやエジプト向けの橋梁・建
設用鋼材，蒸気機関車）も，アメリカに受注を奪
われることも防ぐことができる…」（点線部引用
者中略）42）．

鋼材の規格利用は多く，1913 年に上位５社の
鉄鋼業者の 95.7％が重量と長さの英国規格に準じ
た圧延材を製造し 43），イギリス国内向け鉄道車両
用部品では約 60％が，インド輸出用では 100%
が規格化されていた 44）．他の分野では，建造物用
の基本素材としてセメントが初期より研究された
結果，1904 年に初の規格が公表された．その後も
引 き 続 き ESC の 建 造 物 調 査 部 門（Building 
Research Section）の試験方法の標準化の進展に
伴い，少なくとも８回以上にわたってセメント規
格の詳細が変更され 45），1913 年には 300 万トン以
上の規格品が一般に流通していた 46）．

法的拘束力を持たないにもかかわらず，初期
ESC の制定した英国規格がこのように比較的に
高い普及率を達成した理由として，多様な製品の

42）　‘Engineering Standards Committee’, The Times, 
2nd March, 1903, p.15．

43）　LeMaistre［1919］, p.249，Anderson［1951］, p.35．
一方，アメリカではウィリアム・セラーズ（William 
Sellers）が 1864 年にネジ山の角度を 60 度に制定し，
ネジの山と谷を平面で構成し強度を増加させることに
成功したセラーズネジを提唱し，米海軍省技術局の推
薦を得て，1868 年に連邦政府管轄の工場で採用され
た．だが，約 20 年を経た 1888 年時点での普及率は 20
～ 25％に過ぎなかった（橋本［2002］, pp.109-113）．ネ
ジのような多様な産業への波及効果が大きい分野にお
いては，規格の徹底が難しかったことを示していよう．

44）　Anderson［1951］, p.35．
45）　Ibid., p.84．
46）　 同 数 値 は 英 国 産 業 連 盟（Federation of British 

Industries）によるレポートにおいても紹介されてい
る．湯沢［1990］, p.233. 1906 年には，機械機構で構成
された鍵と鍵溝の規格が提案され，NPL との共同研
究によって1909年に初の規格が公表された（Anderson

［1951］, p.83,‘Standard Specification for Keys and 
Keyways’, The Times, 20th October, 1909, p.16）．
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存在による煩雑な状況を改善すべく各産業界の要
請によって委員会が設置されたという自発的性格
による部分が大きいと考えられる．ただし，分野
によっては多数の中小製造業者の存在や彼らの保
守的な態度が障壁となり，製造業者らが ESC の
公表した規格を遵守する保証はなかったことも予
想される．また，そもそも規格の制定を求めなかっ
た分野が存在していた点も忘れてはなるまい．そ

れゆえ，時代と共に規格を徹底させるための強制
力という問題が浮上するのである．47）

47）　コンテナについては，マルク・レビンソン著／村
井章子訳『コンテナ物語─世界を変えたのは「箱」の
発明だった』日経 BP 社，2007 年（Marc Levinson, 
The Box: How the Shipping Container Made the 
World Smaller and the World Economy Bigger, New 
Jersey, 2006）が有益である．

出典：Anderson［1951］, p.72．
注： 英国規格が利用されている産業や家庭の状況を分かりやすく図示した例のうち港湾を舞台にした図である．

クレーンの鋼材をはじめ，ボイラー，ケーブル，無線関連，灯台，コンテナ 47）等が規格化されたことを示
している．

図１：輸出における英国規格
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Ⅲ　規格の拡大─帝国と国際化─

１　インドの鉄道
ESC は設立当初からイギリス本国内のみなら

ず，自治領や植民地に英国規格の適用範囲を広げ
ていった．とりわけインドとの間には鉄道（機関
車やその構成部品，レール）の標準化・規格制定
を通じて緊密な関係が築かれた． 

インド政庁は ESC 創設早々から鉄道の標準化
に期待しており，1902 年３月４日に開かれる機
関車の設計と部品の標準化に関する会議の席にイ
ギリス国内の機関車製造業者とともにインド政庁
の代表者を参加させることを表明している．そし
て，その席上，①機関車の標準化は望ましいのか，
②望ましいとすれば機関車の全体設計もしくは構
成部品を標準化すべきか，③機関車製造に標準化
された部品が用いられた場合どの位の実質的な価
値が生まれるのか，といった点が議論される予定
であった 48）．

ところで，イギリス本国での標準化活動に対し
てインド政庁はなぜ早期より関与したのであろう
か．ひとまず，世紀転換期頃のインドの鉄道事情
を見ておく必要があろう．

インドにおける鉄道の対英依存はすでに 19 世
紀半ばより形成されていた．インド政庁は 1870
年代に鉄道を国有・国営方式にし，軌間幅の基準
を５フィート６インチゲージからメーターゲージ
へと転換し，新ゲージに対応した鉄道車両をイギ
リスの製造業者に一括発注していた．1886 年以
後，鉄道は再び民間に経営が委託されたが，これ
らの鉄道の敷設は，旅客や軍事目的もさることな
がら，生産地が広がる内陸部からムンバイ，マド
ラス，コルカタといった港湾都市へ一次産品を輸
送する目的を有していた．この一次産品のヨー
ロッパ，アメリカ，アジア向け輸出によってイン
ドは貿易黒字を創出しており，「インドが国際的

48）　Engineering Standards Committee’, The Times, 
28th February, 1902, p.11．

地位と役割を獲得するにあたって，インド鉄道は
まさにインドの第一次産品輸出の多元化を促進す
ることによって多角的貿易決済機構，インド金為
替本位制の成立を導いたと言えよう」と評価され
ている 49）．

出典：渡辺［1999］, p.36 より作成．
注： 第一次世界大戦半ばより本国からの車両供給が

制限されたため 1916 年以降の数値は割愛した．

表２：インドの車両数推移（1912 ～ 15 年）単位 : 両

言うまでもなく，一次産品の国内輸送量は鉄道
網の整備や運用可能な車両数によって制限され
る．1900 年代初頭に入ると，インド貿易はさら
に商品取引量が増加し，それに歩調を合わせて機
関車の需要も増加していった．だが，機関車を受
注したイギリスの製造業者は生産能力が追い付か
ず大量注文に応じることができず，納期の延長を
条件とした受注生産に追い込まれることとなっ
た．したがって，インドの鉄道会社はイギリスに
加えてアメリカやドイツ製の機関車の購入を選択
肢に入れざるを得なくなったのである．このよう
な動きに対応して，イギリス最大の機関車製造会
社ノース・ブリティッシュ・ロコモティブ社

（North British Locomotive Company）の要請で
インド向け鉄道に関する標準委員会が設置された
のであった．委員会は広軌用機関車８種を選定し
て，標準モデルを考案した．つまり，イギリス本
国の鉄道車両製造会社によるインドへの鉄道車両

49）　渡辺［1993］, p.57．
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の独占的供給を維持するため，各鉄道会社独自の
型式を統一することで互換性を高めて生産効率を
上げ，競争力を維持しようとしたのであった 50）．

また，インドでは機関車のみならず貨物車両が
慢性的に不足していた．とりわけ 1907 年には既
存車両の集中管理をもってしても輸送能力不足を
解消できず，インドおよびイギリス両国から不満
が続出し，インド政庁はインド大臣に対して車両
の有効活用のための中央管理施設と車両 1200 両
の追加費用を要請したのであった 51）．ただし，問

50）　渡辺［2006］, pp.49-50．この規格によって，ノース・
ブリティッシュ・ロコモティブ社（25.2％），ヴァル
カン・ファンドリー社（47.5％）を中心として，アー
ムストロング・ホイットワース社（36.9％），ベイヤー・
ピーコック社（4.5％），キトソン社（27.9％），カー・
スチュワート社，ハンスレット・エンジン社，ホーソ
ン・レスリー社（5.6％），ナスミス・ウィルソン社

（41.1％），ハズウェル・クラーク社，バグナル社（52.9％）
が引き続きインドへの鉄道輸出の独占体制を維持する
こととなった（カッコ内はインドへの輸出比率）．

51）　渡辺［1993］, pp.64-67．

題は一向に解消せず，さらなる一次産品の輸出増
加に伴って 1909 年以降も貨物車両不足が慢性化
し，深刻な問題となっていた 52）．

以上のような機関車・貨物車両不足を背景とし
て，ESC での車両の標準化・規格制定が進めら
れたのであった．

1910 年２月，ESC はインド鉄道に関する第３
回レポート（規格 No.56 or 8?）を発行した．こ
のレポートは第１回（1903 年），第２回（1907 年）
に替わるものとして，この間の運用経験に基づい
た改善要求を考慮し，機関車の設計をあらためて
変更したものであった 53）．おりしも同年４月には，
イギリス政府は ESC に対して毎年 300 ポンドを
３年間に渡り交付すると公表し，インド政庁もイ
ンド鉄道向け機関車の標準化に関する第３回レ

52）　1912 年には，ベンガル商業会議所が鉄道管理局に
対して貨物車両 8000 両の追加注文を要請している（渡
辺［1993］, pp.78-79）．

53）　‘Standard Locomotives for Indian Railways’, The 
Times, 23rd February, 1910, p.16.

出典 : Woodward［1972］, p.51．

図２：メートル軌間用に標準化されたインド向け機関車
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ポート作成のために 300 ポンドを ESC に補助す
ることを明らかにした 54）．

イギリスの製造業者が標準化された車両を受注
していた一例として，1911 年に，「ダーリントンの
ロバート・ステフェンスン社（Robert Stephenson 
and Co.（Limited））は，広軌用蒸気機関車 20 両
をボンベイ，バローダ，中央インド鉄道から受注
し，…ESC 規格の給水車，水量 4,000 ガロン（通
常運転時 2,500 ガロン），給炭車，石炭積載量 4.5
トン…同形状のシリンダーとボイラーの蒸気機関
10 基」（点線部引用者中略）を受注したことが
Times 紙上で公開されている 55）．

なお，第一次世界大戦の開始までの約 10 年間
に，英国規格に準じた広軌レール約 1600 本と蒸
気機関（メートル規格）700 基（750 万ポンド相当）
が，イギリス本国の製造業者からインドへと輸出
された 56）．

２　帝国内の標準化団体
ところで，ESC の中心的存在であったバリー

は，英国規格を帝国内でも運用するため現地に委
員会（Local Committee）を設置するよう提言し
ていた．これに対して，1910 年，商務院は自治
領での標準化活動の先駆者となることを期待して
現地での委員会設立に対する援助を承認した．

南アフリカでは，この動向よりも一足早くトラ
ンスバール機械工学協会（Transvaal Mechanical 
Engineering Institute）によって南アフリカ工学標
準化委員会（South African Engineering Standards 
Committee）が 1908 年に設立されており 57），1911
年には，標準化委員会は南アフリカで使用されて

54）　‘Engineering Standards Committee’, The Times, 
13th April, 1910, p.16.

55）　‘The North-East Coast’, The Times, 3rd May, 
1911, p.27. その後も，ESC の調査によって車軸やクラ
ンク棒の強度の観点から貨物車両や機関車に関する規
格（英国規格 No.24）が改定されている（‘Rolling Stock 
Materials’, The Times, 10th January, 1912, p.20）．

56）　Anderson［1951］, p.35．
57）　Ibid., p.43．

いる石炭の分析方法を標準化し，採掘された石炭
の湿度管理，発熱量，大きさについて調査してい
る 58）．その後，同委員会は 1917 年に英本国の ESC
の南アフリカ支部として活動することを了承し，
南アフリカ連邦政府の提案があれば連邦内で適用
される規格の変更を認めることで英国規格の導入
を決定した 59）．

カナダでは，1919 年に，土木工学会のカナダ
諮 問 委 員 会（Canadian Advisory Committee of 
the Institution of Civil Engineers）と科学産業研
究 協 会 の カ ナ ダ 名 誉 諮 問 委 員 会（Canadian 
Honorary Advisory Council for Scientific and 
Industrial Research）が標準化団体の母体となり，
自治憲章の下，カナダ工学標準化協会（Canadian 
Engineering Standards Association）が創設され
た．これはイギリスの原型（ESC）と匹敵しうる
アメリカ大陸における唯一の標準化団体が創設さ
れたことを意味していた 60）．さらに，第一次世界

58）　‘South African Coal’, The Times, 7th May, 1913, 
p.30. 同記事では，分析の結果，アフリカで採れた石
炭の揮発分は 23.5 ～ 28.8％，コークス価は 54.7 ～
61.1％，硫黄分は 0.5 ～ 1.4％であった．アフリカに限
らず各委員会が帝国各地で採掘される石炭成分を評価
することで，価格や用途の分類に有益であったと推測
される．

59）　Anderson［1951］, p.43．
60）　Ibid., p.43. アンダースンの指摘は，アメリカにおけ

る標準化団体について誤った印象を抱きやすいため若
干の説明が必要であろう．先述したようにイギリスと
同じ頃，アメリカでは 1901 年に国立標準局（NBS）
が設立されている．名称からイギリスと同様の役割を
もつ団体と推測されやすいが，初期の同局は度量衡・
電気・化学の３部門で構成され，主たる業務は度量衡
の標準を定めるために精密計測を行うこと，電気製品
や化学薬品の標準的な計量方法や基準を定めることで
あり，研究機関としての性格が強かった．イギリスの
機関でアメリカの標準局に相当する機関としては国立
物理学研究所（NPL）が挙げられよう．したがって，
NBS は合衆国全土で通用する標準規格を検討したり，
規格の技術的詳細を登録する役割を持っていなかった
のである．英米間でこのような相異が生まれた背景に
は，「物や人がネットワークを形成して活動を営む際
の整合性を保証する」必要が出てきた点は英米両国と
もに認めつつも，学会・研究組織・専門家の社会的役
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大戦末期に「カナダ規格」の使用がカナダ連邦議
会によって認められた 61）．

鉄道車両，レールを通じて ESC と密接な関係
にあったインドでは，1919 年に，英国規格の現
地 委 員 会 の 役 割 を 担 う イ ン ド 技 術 者 協 会

（Institute of Engineers（India））が設立された 62）．
いずれも，第一次世界大戦を通じて帝国レベル

で規格の統一が求められた結果を示していよう．

３　国際化の進展
ESC の委員会は帝国内に活動を限定すること

なく，海外諸国の機関や学会との連携や情報公開，
提案も積極的に行っていた．アメリカとの間で，
1918 年までにネジ山とフライス盤に関して米国機
械技術者協会（American Society of Mechanical 
Engineers）と，電気分野では工作機械の電動化の
進展にともないアメリカ電気技術者協会に設置さ
れた標準化委員会（Standards Committee of the 
American Institute of Electrical Engineers）とそ
れぞれ緊密に連携して規格の制定を進めていた 63）．

とはいえ，アメリカとの共同作業は独占という
問題によって円滑には進まなかった．例えば，製
造業者がすでに製造しているモーターを標準化す
る場合，評価基準によって特定の製造業者に利益
が集中するため調整の際の障壁となっていた．実
際に英米の協力関係が実現するのは，大戦中の

割の範囲をどう規定するかという学問と社会の関係に
おける考え方の相異によるものであった．アメリカで
は規格を社会に強制するのか，推薦するのか，公表す
るのかという点が議論の焦点となった結果，規格制定
に対する学会の役割は限定的なものにとどまり，強制
力を持つデジューレ・スタンダードは第一次世界大戦
前には主流とはならなかったのである（橋本［2002］, 
pp.115-121）．

61）　Anderson［1951］, p.43．
62）　戦間期には 1926 年と 30 年に開催された帝国経済

会議（Imperial Economic Conference）を通じて自治
領をはじめとする帝国内に標準化活動を拡大させ，英
国規格との協力体制が強化された（Anderson［1951］, 
p.45）．

63）　LeMaistre［1919］, p.252.

1917 年のことであり，アメリカ電気技術者協会
（American Institute of Electrical Engineers）が，
船舶用機器，モータースターター，ヒューズ，変
圧器などの電気機器の規定の策定に関して ESC
からの共同研究の申し出を受け入れたのであった．

電気分野の国際化の例として，英国科学振興協
会（British Association for the Advancement of 
Science）が電流や電圧計測の国際比較を可能に
すべく，オーム，ボルト，アンペアなどの単位を
いち早く取り入れ，この規格の推進役として
ESC の電気部門は海外関連委員会を 1904 年に設
置している 64）．ESC の電気委員会の中心的なメン
バーであったクロンプトンは 1904 年に電気学会

（Institution of Electrical Engineers）の代表とし
てアメリカ（セントルイス）で開催された電気学
術会議（Electrical Congress）に参加し，情報交
流 に 努 め， の ち の 国 際 電 気 技 術 委 員 会

（International Electrotechnical Commission〔以
下，IEC と略記〕）設立（1906 年）に尽力した．
さらに IEC の委員長には，ESC の電気部門の副
委員長であったルマイスター（C. LeMaistre）が
任命され，バルフォア首相を招いた IEC 第一回
会議（1906 年）にて，電気施設，電流計測，開
閉装置の評価，銅の特性について，英国規格が国
際標準として適用されることが決定した 65）．イギ
リス国内では電気製品の格付けに際して関係国の
同意を得ていた IEC の規格に沿って部品をすで
に製造していたことが採用された要因であろ
う 66）．その後，1912 年には，オーストリア，ベル
ギー，カナダ，フランス，ドイツ，イタリア，日
本，ロシア，スウェーデン，スイス，アメリカを
はじめとする 20 か国から代表者を招き IEC 第３

64）　Anderson［1951］, p.53．電気に関する委員会はプ
リース（W. Preece）とイギリス陸軍で初の電気技術
者部隊を組織し，南アフリカに赴いたクロンプトン大
佐（R. E. B. Crompton）が中心となって運営していた．
ここにも規格への軍の関心の高さが見いだせよう．

65）　Ibid., pp.53-55．
66）　湯沢［1990］, pp.233-234.
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回会議が開催され，ESC は英国電気技術委員会
（British Electrotechnical Committee）と合同で
電気機械の評価方法に関する特別委員会を設立す
る提案をしている 67）．その後，ESC の電気部門は
1914 年に IEC のイギリス国内委員会（British 
National Committee）に改組された．

1910 年，帝国内のみならず，外務省と商務院の
協力によって海外諸国での標準化委員会設立への
試みも開始された 68）．だが，ESC の狙いは外国で
の考案や方式を脅かすものでも，また国際的な規
格を目指すものでもなかったとされる．むしろ，国
際会議や海外の諸団体との議論を通じてイギリス
の国内規格を調整するために活動したのであった 69）．

1908年から13年にかけて，ESCの代表者はヨー
ロッパ大陸のいくつかの国際組織の会議に出席し
ている．1912 年には中心的会員３名がイギリス
代表としてニューヨークで開催された国際試験協
会（International Testing Association）第６回 大
会に出席した．その席上で彼らは発足メンバーの
一人であったバリーの基本原則に則り，国際規格
の提案ではなく一国家の中での標準化（試験方法
の標準化）を進める方法について報告している 70）．

４　第一次世界大戦と ESC の改組
先に見たように，ESC 創設から十数年間で，

英国規格の利用は確実に広がっていった．ただし，
「第一次世界大戦までの ESC の成果は 1950 年代
の BSI と比べるほどの量ではなかった．1914 年
８月までに 64 のレポートと設計仕様書が公刊さ
れた程度であった．そして 1914 年から 18 年の大
戦が委員会の活動を減速させたと予想されるかも
しれないが，それどころか連合王国のみならず海
外においても標準化運動は大きな衝撃を与えたの

67）　‘International Electrotechnical Commission’, The 
Times, 25th September, 1912, p.18.

68）　Anderson［1951］, p.51.
69）　Ibid., p.52．
70）　Ibid.

である」71）と大戦中の成果が大きかったことを示
している．

BSI の沿革では，「第一次世界大戦中，英国規
格は，海軍省，陸軍省，商務院，ロイズ船級協会，
内務省，道路局，ロンドン・カウンティ・カウン
シルや多数の植民地政府で利用された…」（点線
部引用者中略）72）と指摘され，標準化・規格の利
用は第一次世界大戦中に促進されたことが示され
ている．平時における製造業者の利害調整を目的
として制定された規格と異なり，大量の軍需品を
円滑に製造するため民間の製造業者を統制した軍
需省（Ministry of Munitions）による強制力が作
用したことがうかがえる 73）．

1916 年，ESC の中央委員会に，蒸気タービンエ
ンジンの開発者パーソンズ（Charles Parsons），
シェフィールドの製鋼業者（軍用高マンガン鋼な
ど 特 殊 鋼 製 造 ） の ハ ド フ ィ ー ル ド（Robert 
Hadfield），NPL 所長の後 DSIR（科学産業研究局）
局長となったグレイズブルック（Richard Glazebrook）
の３名が新たに加わり，ESC が戦争遂行への重
要な機関となったことを意味していた 74）．

第一次世界大戦中，ESC は軍需品生産を通じ
て積極的に英国規格を広めていった．そのなかで
も ESC の最も重要な貢献とは，航空機の機体の
構成部品とエンジン規格の設定であった．大戦も
半ばを過ぎた 1917 年６月，英国航空機製造業者
協会（Society British Aircraft Constructors）は，

71）　Ibid., p.36. ウッドワードは後年の BIS の活動と比較
して ESC による第一次世界大戦までの 10 年間の成果
を低く評価している．比較のため 1920 年度の BESA
の状況を記しておく．新規・改訂した規格数 77 件，
委員会数 350 回，配布した規格のコピー数 63,000 件，
レ ポ ー ト 購 読 者 数 1500 名，購 読 者 か ら の 徴 収 額
10,350 ポンド，政府補助金 4166 ポンド（Woodward

［1972］, p.93）．
72）　http://www. bsigroup. com/en-GB/about-bsi/our-

history/（2014 年５月３日閲覧）．
73）　アメリカにおいても第一次世界大戦中に連邦政府

の権限が強化され，全米での標準規格の制定に寄与し
た（橋本［2002］, pp.121-122）

74）　Anderson［1951］, p.40．



（ 175 ）イギリスにおける標準化団体の活動：1901 ～ 1918 年（山下）

− 82 − − 83 −

機体とエンジン部品規格の制定を ESC に提案し
た．これを受けて ESC では委員会が８月に新設さ
れ，15 の分科委員会が航空機増産という緊急課
題に対応した 75）．さらに，1918 年，航空省（Air 
Ministry）が 設 立 さ れ る と，航 空 大 臣 ウ ィ ア

（William Weir）は軍用機全てに ESC 規格を適用
することを決定した．ESC は航空委員会（Air 
Board）の既存の設計を改定し，さらに軍需省
の 航 空 機 生 産 部 門（Department of Aircraft 
Production）の要求に基づき新たな設計に取り組
んだ．その結果，当初 15 の分科委員会は急きょ
80 以上へと増加した 76）．

アメリカの大戦への参加によって規格はさらに
重要な意味を持つこととなった．1918 年２月，
アメリカ航空委員会（American Aircraft Board）
の調査団が，ESC の組織した連合国間の会議の
ためロンドンを訪れた．アメリカからの調査団は
本国に戻って航空機用部品の生産を促進させるた
め，イギリスから航空機用部品の規格に関する情
報を入手しに来たのである．その結果，幅広い分
野での規格がイギリスと同様アメリカでも利用可
能となった 77）．

この調査団の渡英中，３月 11 日に開かれた土
木工学会にて軍需大臣チャーチル（W. Churchill）
は次のように ESC の活動を讃えている．

「…他の分野における ESC の成果の意義は重々
承知している．今やドイツ軍と戦うために連合国
間で航空機用部品の詳細な規格を原則としてお
り，今日この瞬間のドイツは（それらを）得てい
ないことは明白である…あなた方の研究によっ
て，連合国はこの分野の部品のみならず，戦争遂
行の一般的な方法を発展させる中心線を確実に歩
んでいる…ドイツは初期の段階では標準化に先ん
じており，当時はかなりの優位を保持していた．

75）　Ibid., p.38．
76）　Ibid.
77）　Woodward［1972］, p.11. Anderson［1951］, p.39．

…だが，今やドイツは過剰な標準化に溺れており
身動きが取れないのである…」（点線部引用者中
略）78）．

ところで，軍需省は 大戦中に数多くの規格制
定を ESC に依頼したが，そのなかでも容易に進
まなかったものがある．それはネジ山の計測とネ
ジ種類の調査，そして新たなネジ規格の制定で
あった 79）．調査の結果，イギリスでは，ウィット
ワースネジ（３種），BSF（英国規格ファイン），
BSEF（英国規格エクストラファイン），Au（自
動車用ネジ），EC（電気機器ネジ），Ａ（海軍ネジ），
NA（新海軍ネジ）など多岐にわたるネジが使用
されており 80），さらに精密機器など他の産業では
独自のネジの使用が判明した．これらを短期間で
統一することは難しく，国内での軍需品調達のみ
ならず英米の協力関係の阻害要因にもなってい
た．なお，イギリス，アメリカ，カナダ間で兵器
生産を円滑に進めるべくネジ規格の統一が進めら
れたが，その活動が実を結ぶのは第二次世界大戦
から戦後にかけてのことであった（図３）．

1918 年５月 23 日，商務院の法務官の奨めによ
り，ESC は組織名を有する商標を利用するため
委員会を法人化することを決定し 81），名称をイギ
リ ス 工 業 標 準 化 協 会（British Engineering 
Standards Association，以下，BESA と略記）に
変更した．その主たる理由は，1903 年に作られ
た英国規格マークの利用を促進するためであった
とされる 82）．

78）　Anderson［1951］, pp.38-39．
79）　LeMaistre, op. cit., p.249. 
80）　‘The Engineering Standards Committee’ BT101/ 

801, National Archives, Kew. ロンドン，キューのナ
ショナル・アーカイブスには商務院に送られた ESC
の調査報告をはじめ，軍需省や DSIR（Department 
of Scientific and Industrial Research: 科学産業研究
局）間の史料が多数残っている．各委員会の規格制定
の経過を一次史料で追うことも可能であろう．

81）　‘Application for A Licence of the Board of Trade’, 
The Times, 25th January, 1918, p.14.

82）　Woodward［1972］, p.78, Anderson［1951］, p.48．
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むすびにかえて

以上，ESC の創設から BESA への改組までの
活動を見てきたが，標準化や規格の制定には陸海
軍の関与（艦艇・兵器生産，電気機器への関心），
製造業者の競争力の維持・強化，輸出振興が主た
る動機となっていた．

とくに製造業者利害・輸出振興について，鉄鋼
業の事例からは多様な製品種類に起因する在庫不
足による受注ロスを解消すること，インドの事例
からはイギリス国内の鉄道車両製造業者がインド
市場を確保するための国際競争力を維持すること
が狙いであった点に ESC の性格が表れていたと
言えよう．

また，委員会の設置が製造業者からの要望に
よって進められた点（強制力が無いにもかかわら
ず高い規格利用率），帝国内を除き海外との交流

は主に英国規格のための情報収集であった点，し
たがって ESC の活動は英国規格を国際的な規格
にすることを強く志向するものではなかった点か
ら，イギリスにおける標準化や規格の制定は，イ
ギリス産業が国際競争力を失いつつあった世紀転
換期から 20 世紀初頭において，アメリカやドイ
ツなどの新興工業国との競争に対する防衛策の一
つとして機能したと考えられる．初期 ESC を構
成した委員会が旧産業を中心としていたことがそ
れを裏付けていよう．電気部門は海底ケーブル・
通信といったネットワークを構成する点で元来国
際的な性格を持っていたが，新産業分野の委員会
の多くは，技術的隘路の打破と早期に競争力を確
立するため ESC に加盟した．以上から，ESC の
初期の活動には新旧イギリス産業の直面していた
問題の縮図が示されていたとも言えよう．

最後に一点．ESC による英国規格が，「アメリ

出典 : Anderson［1951］, p.50.
注 : 「イギリスと若き国家アメリカは同一の起源と言語を有し，独自の考案を妨げることは無い．だが，両国独

自のネジ山の規格は，平時の通商にも戦時の協同にも障害となってきた．今やイギリス = アメリカ = カナダ
間の協定によってユニファイネジ，留めネジ，ボルトが生まれ，３国の製造業者は皆互換性を有している．
イギリス政府はすでに軍用としてユニファイネジを採用しており，この原理は英語圏の世界全てに拡大しう
るだろう．英国規格が 40 年ほど前に初めて表明し，常々広めてきた考えが成就することは喜ばしい」との
説明が付けられている．ネジの絵にはそれぞれアメリカ，イギリスと彫刻されている．

図３：ユニファイネジで示される英米関係
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カで見られたような生産工程における大量生産と
どこまで結びつくことになったのかは疑わし
い」83）と指摘されるように，ESC による標準化や
規格制定には旧来のイギリスの企業形態や生産・
管理方法を根本から転換する力は無かった．それ
は，先述したように，詳細な規格を公表し，その
通り製造すれば互換性が達成されるという ESC
の短絡的な発想にも表れていよう．

図らずも標準化の教訓について，アメリカの大量
生産に関する論稿では次のように指摘されている．

「標準化に携わる人々にとっての重要な教訓は，
現場管理における合理化と客観的な品質管理の必
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

要性
4 4

である．それらは『初発』から定まっている
のではなく，むしろ不断に上から強めてやらねば
ならないものである」（傍点部引用者）84）

では，標準化や規格が整備されていった世紀転
換期から 20 世紀初頭，イギリスの製造現場にお
ける合理化や客観的な品質管理とは一体どのよう
なものであったのだろうか，今後の課題である 85）．

【引用文献（参考文献・一次史料は脚注内にて紹介）】

・Anderson, J.［1951］, Fifty Years of British Standards 
1901-1951, British Standards Institution, London.

・Cardwell, D. S. L.［1957］, The Organisation of Science 
in England, London（カードウェル，D. S. L. 著／宮下
晋吉・和田武編訳［1989］『科学の社会史─イギリスに
おける科学の組織化─』昭和堂．

・Hounshell, D. A.［1984］, From the American System to 
Mass  Product ion,  1800-1932，John Hopkins 
University Press（ハウンシェル，D. A. 著／和田一夫・
金井光太朗・藤原道夫訳［1998］『アメリカン・システ

83）　湯沢［1990］, p.234．
84）　森・鈴木・中本［1994d］, p.123．
85）　「客観的な品質管理」の一例として，第一次世界大

戦中のゲージ生産とその利用による部品精度の向上に
ついて，また戦間期における BSI の活動とバルフォア
委員会による標準化調査に関する論稿を予定している．

ムから大量生産へ：1800-1932』名古屋大学出版会）．
・LeMaistre, C.［1919］, “Summary of the Work of the British 

Engineering Standards Association”, Annals of the 
American Academy of Political and Social Science, Vol.82. 

・Pyatt, E.［1983］, The National Physical Laboratory: A 
History, Adam Hilger Ltd., Bristol．

・Rose, K.［1983］, King George V, London.
・Woodward, C. D.［1972］, BSI: the Story of Standards, 

British Standards Institution, London.
・塩見治人［1978］『現代大量生産体制論』，森山書店．
・中本守［1952］「イギリス標準協会の機構とイギリス工

業標準化」『JIS』第５巻第４号．
・日本規格協会編［2001］『BS 規格の基礎知識［改訂版］』

日本規格協会．
・橋本毅彦［2002］『＜標準＞の哲学─スタンダード・テ

クノロジーの 300 年─』講談社メチエ．
・────［2013］『「ものづくり」の科学史─世界を変え

た《標準革命》─』講談社学術文庫．
・森杲・鈴木良始・中本和秀［1993］「アメリカ型生産シ

ステムの源流⑴」『経済と経営』第 24 巻第３号．
・────［1994a］「アメリカ型生産システムの源流⑵」『経

済と経営』第 24 巻第４号．
・────［1994b］「アメリカ型生産システムの源流⑶」『経

済と経営』第 25 巻第１号 .
・────［1994c］「アメリカ型生産システムの源流⑷」『経

済と経営』第 25 巻第２号．
・────［1994d］「アメリカ型生産システムの源流⑸」『経

済と経営』第 25 巻第３号．
・湯沢威［1990］「イギリス経済の停滞と企業家」（中川敬

一郎編『企業経営の歴史的研究』所収，岩波書店）．
・和田一夫［2009］『ものづくりの寓話─フォードからト

ヨタへ─』名古屋大学出版会．
・渡辺昭一［1993］「20 世紀初頭におけるインド鉄道投資

政策の展開」『西洋史研究』22 号．
・────［1999］「第一次世界大戦と対インド鉄道政策の

転換─『アクワース委員会報告書」を中心にして─」『東
北学院大学論集』31 巻 .

・────［2006］「イギリス統治の終焉とインド鉄道シス
テムの自立化」（渡辺昭一編『帝国の終焉とアメリカ─
アジア国際秩序の再編─』所収，山川出版社）．


